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化　学　Ⅰ

Ⅰ．全体講評

2008 年度のセンター試験（化学 I）は，大問数 4問，
小問（マーク）数 29 であり，マーク数が 2007 年度
と比べて 1つ増加したが，基本的には 2007 年度の
形式を踏襲したものであった。全体として化学 Iの
全分野からまんべんなく出題されているため，化学
Ⅰの教科書を中心に学習していた受験生にとって
は，さほど難しい出題ではなかった。平均点は
2007 年度のセンター試験（平均点 61.4 点）と比べ
て大きな変化はなく，64.2 点であった。2006 年度
の平均点が 64.1 点であることなども考えると，急
激に難化した 2004 年度（平均点 54.3 点）を除けば
過去数年間の難易度にはさほど大きな変化がない。
今年度は，ここ 2～ 3年で減少傾向にあった計算を
必要とする問題の割合が増加したが，代わりに難易
度がやや高い正誤の組合せを問う問題が姿を消した
ことなどを考えると，センター試験の化学Ⅰは，き
ちんと準備を行っておけばほぼ間違いなく良い結果
を得られる科目であるといえる。
今回の第 2回センター試験本番レベル模試では，

いわゆる「計算問題」と，教科書レベルの知識を文
章選択形式で問う設問を織り交ぜて出題して，受験
者の計算力と知識の定着度をみた。全体の平均点は
48.3 点であり，第 1回センター試験本番レベル模試
（平均点 34.8 点）と比べると大きく上昇したが，ま
だ高い得点であるとは言えない。これからの諸君の
奮闘を期待する。
なお，今回の受験者全体の得点分布は，以下のよ

うになっている。
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Ⅱ．設問別分析

センター試験の化学Ⅰは，前述の通り大問数が 4
問であり，第 1問は「物質の構造」，第 2問は「物
質の変化」，第 3問は「無機物質」，第 4問は「有機
物質」からの出題が中心となる。配点は，各大問
25 点ずつである。大問別の得点率は，以下の通り
となっている。
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第 1問：物質の構造
・傾向
第 1問は物質の構造などに関する小問集合，物質

の構造に関する小問，および人間生活と化学の関わ
りに関する小問が出題される。小問集合では原子の
構造や電子配置などに関して出題され，生活と化学
の関わりについては基本的に無機化学・有機化学の
内容が問われる。いずれも，正確な知識を身に付け
て落ち着いて考えればさほど難易度が高いわけでは
ない。今回の第 2回センター試験本番レベル模試で
も，第 1問ではこれらの分野から出題している。第
1問は他の大問と比べて難易度が低く，受験生とし
ては失点したくないところである。
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・設問別分析
マーク番号 1 2 3 4 5 6
正　答 ② ③ ③ ⑤ ④ ①
正答率 86.8% 73.3% 71.0% 93.0% 72.2% 26.7%

マーク番号 7
正　答 ⑤
正答率 28.1%

第 1問は原子や物質の構造に関する知識問題と，
人間生活と化学の関わりに関する問題が中心であ
る。大問全体の得点率は 62.9％であり，前回の第 1
回センター試験本番レベル模試（得点率 42.7%）と
比較すると，かなりの向上が見られる。ただ，この
第 1問はセンター試験本番では失点してはならない
ところであり，受験生諸君は，間違えたところを早
急に復習して，今後は第 1問では確実に高得点でき
るようになってほしい。特に問 1の小問集合では必
ず満点を取りたいところであり，今回の問 1では a
～ cの得点点率がすべて高く，かなり健闘したと言
える。これに対して，油脂の性質に関する問 4（正
答率 26.7%，次グラフ参照）と化学反応式に関する
計算問題の問 5（正答率 28.1%）の得点率の低さが
突出している。問 5では問題中に化学反応式が与え
られているにも関わらず，得点率が低かったので，
計算力がまだまだ不足していると言える。前述のよ
うに，2008 年度のセンター試験では計算量が増加
しており，このままではセンター試験本番における
高得点は期待できない。計算力を鍛えるために，早
急に類題演習を行っておこう。
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※注）無回答・マークミスは割愛したため，
　　　選択率の合計は100％にならないことがある。
　　　以下同様。

第 2問：物質の変化
・傾向
第 2問は，熱化学，酸・塩基，酸化・還元，電池・

電気分解などの理論化学分野からの出題である。こ
の大問は計算によって，物質を定量的に扱う問題が
出題の中心となる。これらの分野のうち酸・塩基に
関しては中和滴定に関する出題が多く（2008 年度
を含めほぼ毎年出題されている。），酸化・還元分野
では酸化数の変化や酸化剤・還元剤として働く物質
を選択させる設問，あるいは酸化還元反応であるも
のを選ぶ設問などが毎年のように出題されている。
また，電池・電気分解に関しても，テーマを変えな
がら毎年出題されており，2008 年度は電池と電気
分解に関する一般的な知識と計算が出題された。こ
れらの分野については，実験操作に関しても出題さ
れることがあるので，頻出の中和滴定などは，計算
だけでなく，その実験操作や実験器具の名称につい
てまでしっかりと押さえておく必要がある。今回の
第 2回センター試験本番レベル模試でも，第 2問で
はこれらの分野から出題している。

・設問別分析
マーク番号 1 2 3 4 5 6
正　答 ② ③ ① ③ ④ ①
正答率 31.0% 53.1% 40.8% 64.4% 37.0% 47.0%

マーク番号 7
正　答 ⑥
正答率 47.1%

第 2問は計算問題が出題の中心で，大問全体の得
点率は 46.0%であった。前回の第 1回センター試験
本番レベル模試（得点率 41.4%）と比較してほとん
ど変化がない。ほとんどの受験者が学校でこの分野
が既習であることを考えると，この得点率はかなり
低いと言わざるを得ず，受験者の多くが計算問題を
弱点としていることが浮き彫りとなっている。この
大問ではどの小問も得点率が低く，溶液の濃度に関
する容易な問いである問 2（正答率 53.1%）や中和
滴定のグラフを選択する問である問 4a（正答率
37.0%，次グラフ参照）などの正答率が低い。第 1
問の分析でも述べたように，センター試験では計算
量が増加傾向にあるので，計算問題に対する早急な
対策が必要である。解説冊子を熟読してきちんと復
習することはもちろんだが，計算力をつけるために，




